
ヒアルロン酸
注射の効果が
感じづらい

薬を飲んでも
痛みが

なくならない

スポーツや
仕事に早く
復帰したい

薬剤
アレルギーが
こわい

合併症のため
手術が難しい

長期入院は
できない

7　　第 132号　長野松代総合病院だより 長野松代総合病院だより　第132号　　6

は
、
人
工
関
節
置
換
術
な
ど
の
手
術

を
検
討
し
ま
す
。

　

Platelet Rich Plasm
a

（
多
血
小

板
血
漿
）
を
略
し
た
名
称
で
す
。

P
R
P
は
、
血
液
を
加
工
し
て
血
小

板
を
濃
縮
し
た
血
漿
（
血
液
中
の
液

体
成
分
）
を
指
し
ま
す
。
血
小
板
は

血
管
が
損
傷
し
た
際
、
損
傷
部
に
集

ま
っ
て
多
量
の
成
長
因
子
（
サ
イ
ト

カ
イ
ン
）
を
放
出
し
止
血
の
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
こ
の
成
長
因
子
は
細

胞
の
増
殖
促
進
、
身
体
（
皮
膚
や
軟

骨
な
ど
）
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
産
生
な
ど
、
組
織
修

復
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
与
し
て
い
ま
す
。

　　P
R
P
療
法
は
成
長
因
子
を
利
用

し
、
人
が
本
来
持
っ
て
い
る
治
癒
能

力
や
組
織
修
復
能
力
・
再
生
能
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
治
療
で
す
。
長

期
間
に
わ
た
る
疼
痛
の
抑
制
効
果
だ

け
で
な
く
、
軟
骨
保
護
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
血
液

成
分
を
用
い
た
治
療
な
の
で
、
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
が
起
き
に
く
い
と
い
う

点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
手
術

な
ど
の
外
科
的
治
療
に
代
わ
る
治
療

法
と
し
て
、
既
に
海
外
で
は
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　現
在
、
P
R
P
療
法
は
保
険
が
適

用
さ
れ
な
い
自
由
診
療
の
た
め
、
治

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
治
療
効
果
に
個
人
差
が
あ
る
た

め
、
治
療
の
回
数
が
異
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
治
療
を
行
う
前
に
医
師

の
診
察
に
よ
り
症
状
を
確
認
し
、
治

療
の
効
果
や
リ
ス
ク
を
十
分
に
ご
理

解
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
整
形
外
科
副
部
長

　尾
﨑
猛
智
）

　加
齢
や
外
傷
な
ど
に
よ
り
、
関
節

の
間
に
あ
る
軟
骨
や
筋
肉
な
ど
が
損

傷
す
る
と
、
関
節
が
滑
ら
か
に
動
か

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
摩
擦

に
よ
る
炎
症
が
起
き
、
関
節
内
に
水

が
溜
ま
り
腫
れ
る
こ
と
で
痛
み
や
違

和
感
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　症
状
が
軽
い
場
合
は
鎮
痛
作
用
の

あ
る
飲
み
薬
や
貼
り
薬
を
用
い
た

り
、
関
節
内
に
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
注

射
な
ど
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た

筋
力
の
強
化
、
関
節
可
動
域
の
改
善

の
た
め
に
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
や
、
患
部
を
温
め
た
り
す
る

物
理
療
法
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
保
存
治
療
で
も
治
ら
な
い
場
合

そ
の
痛
み
、
再
生
医
療
で

緩
和
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
　
　
　

  

ー
P
R
P
療
法
ー

知
っ
て
お
き
た
い

    
診
療
技
術

PRP療法の治療例と対象の方

▼
運
動
器
の
痛
み
の
原
因

▼
治
療

▼
P
R
P
と
は

▼
P
R
P
療
法
の
仕
組
み

▼
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

運
動
器
の
痛
み
に
お
悩
み
の
患
者
さ
ん
へ

※
運
動
器
…
身
体
運
動
に
関
わ
る
骨
・
筋

　肉
・
関
節
・
神
経
な
ど
の
総
称

 このような患者さんに

採血 

PRP
調製

 
 

注射
 

血液から取り出した
血小板を多く含む血漿（PRP）

作成時間：約30分

サイトカイン

PDGF EGF FGF

VEGF TGF-β

け
っ
し
ょ
う

PRP療法の流れ

　
　　　　

た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
、
様
々
な

有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン

　
交
感
神
経
を
刺
激
し
て
、
心
拍
数

の
増
加
、
血
圧
上
昇
、
心
筋
の
収
縮

お
よ
び
酸
素
需
要
の
増
加
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
同
時
に
、
血
管
の
収
縮

に
よ
る
血
流
量
の
低
下
、
酸
素
や
栄

養
の
供
給
低
下
を
招
き
ま
す
。

一
酸
化
炭
素 

　血
管
の
内
側
に
は
血
管
内
皮
と
呼

ば
れ
る
薄
い
細
胞
の
層
が
あ
り
ま

す
。
一
酸
化
炭
素
は
、
酸
素
供
給
能

力
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
と
と
も

に
、
血
管
内
皮
を
傷
つ
け
た
り
血
栓

を
形
成
し
た
り
す
る
要
因
に
も
な
り

ま
す
。

活
性
酸
素 

　炎
症
反
応
を
誘
発
し
、
血
管
内
皮

障
害
、
脂
質
過
酸
化
、
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
（
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
に
く

い
体
質
）
の
増
大
、
血
小
板
凝
集
な

ど
を
通
じ
て
、
動
脈
硬
化
や
血
栓
の

形
成
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
喫
煙
に
よ
っ
て
動
脈
の
炎
症
や
収

縮
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
動
脈
硬
化
が

進
み
、
血
小
板
が
凝
集
す
る
と
血
栓

の
形
成
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

機
序
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
が
相
互
に
関

連
し
あ
っ
て
、
冠
動
脈
の
狭
窄
が
進

み
、
虚
血
性
心
疾
患
の
発
症
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
W
H
O
（
世
界
保
健
機
関
）
の
２

０
１
８
年
世
界
禁
煙
デ
ー
の
ポ
ス

タ
ー
に
あ
る
よ
う
に
、
た
ば
こ
と
心

臓
病
は
つ
な
が
っ
て
い
て
、
ま
さ
に

「
心
臓
や
ぶ
り
」
な
の
で
す
。

（
総
合
診
療
科
統
括
部
長石

津
富
久
恵
）

動
脈
へ
の
悪
影
響

す
ぐ
に
役
立
つ

医
療
の
知
識

シ
リ
ー
ズ

　た
ば
こ
の
有
害
性
②

た
ば
こ
と
心
臓

「メタボリックシンドローム」や「ロコモティブシンドローム」
を予防するには運動が大切といわれています。このコーナーでは
「簡単で」「どこでも」「誰でも」できる運動や、日常生活のコツ
を紹介します。ぜひ日々の生活に取り入れてみてください。

住環境を見直して、転倒を予防しよう
リハビリテーション部　作業療法士　永井祐美

　近年、骨粗鬆症に関連した骨折の患者さんが増加
しています。その中でも、特に足の付け根の骨折（大
腿骨近位部骨折）は、玄関や階段などの屋内での転
倒受傷が多く、一度受傷すると歩行や立ち座り、家
事などの日常生活動作がしにくくなります。ご自宅
の環境を見直して、転倒を未然に防ぎましょう。

　屋内の転倒は意外と多く、身近な場所で起きて
います。

　

　布団やベッドからの起き上がり、トイレの動作、
玄関の上がり框、自宅内の歩行を安定して行うため
には福祉用具の利用が有効です。玄関用の手すり、
トイレ用の手すり、歩行時の置き型手すりなどがあ
ります。これらの福祉用具は福祉用具業者からレン
タルすることも可能です。

動作が安定する道具を使いましょう！

転倒予防のための4つの要「ぬ・か・づけ」

健 康 ガイド
～いきいきとした生活

を送るために～

ぬ
か
づけ

ぬれているところ
階段・段差
片付けていないところ　は、
転びやすい 〈日本転倒予防学会の提唱〉

【参考文献】公益財団法人 運動器の健康・日本協会（監修・発行）/
脆弱性骨折予防委員会（製作・編集）「もう骨折を繰り返さない ! 二次骨折
予防手帖 ミドルエイジからの骨折マニュアル 保存版」

がまち

2018年「世界禁煙デー」ポスター

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質

重

重

軽

軽

症状症状

症状 症状

内服薬やヒアルロン酸
注射が漠然と継続される 人工関節手術

人工関節手術

内服薬
ヒアルロン酸注射

内服薬
ヒアルロン酸注射

多血小板血漿治療
（PRP療法）

新しい膝関節の治療

従来の膝関節の治療

膝関節の治療一例

進 行 す る

進行を遅らせる

進 行 す る

進行を遅らせる


